
令和２年度 減災に係わるハード対策 代表取組事例（鹿児島県）

交付金事業，県単事業で堆積土砂の除去や竹木の伐採を行い，流下能力の向上を図った。
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令和２年度 減災に係る取組方針 代表取組事例（鹿児島県）

「県総合防災システム」により，災害情報を収集・集約し，災害情報（避難準備・勧告・指示，

避難所情報等）について，Ｌアラートによる各メディアを介した住民への情報発信を行った。

引き続き，「県総合防災システム」により，災害情報を収集・集約し，災害情報について，Lア

ラートによる各メディアを介した住民への情報発信を即時的に広範囲へ行う。

鹿児島県総合防災システムの概要図
○鹿児島県防災Web

鹿児島県防災Webは､県内市町村

に発表されている気象情報や､避難

に関する情報などが表示されます。

鹿児島県防災Webは
スマートフォンでも

確認できます。



令和２年度 減災に係る取組方針 代表取組事例（鹿児島地方気象台）

地域の防災力向上を目指し、自治体との連携をさらに強化する取り組みの一環とし
て、市町村における防災気象情報を効果的に活用いただくことを目的に、令和3年1
月21日「気象防災研修会」を開催した。

〇研修Ⅱ：気象防災ワークショップ風水害編
大雨による土砂災害・洪水災害が発生するおそれが
ある状況において、気象台などから提供される様々
な情報を参照しながら、各個人で体制の強化や避難
勧告等の発令のタイミングについて検討する。

○研修Ⅰ：防災気象情報の利活用について
気象庁が段階的に発表する防災気象情報、
今年度の大雨事例および気象予測精度つい
て説明した。



令和２年度 減災に係る取組方針 代表取組事例（垂水市）

写真等 写真等

「災害時に迅速な避難誘導ができるよう，自主防災組織等
と連携した災害時要配慮者等の避難訓練の支援」の一環
として、辺田地区自主防災組織及び市木地区自主防災組
織の防災計画説明会（図上訓練等）を当該自主防災組織
と共同で実施しました。
（写真は、辺田地区自主防災組織での説明会の様子）



市自主防災組織連絡会の設立（曽於市）

【実施内容】自主防災組織等への支援

【主な取り組み内容】災害時に迅速な避難が出来るよう，地域防災リー
ダーや自主防災組織の育成強化

【設立時期】令和３年５月（予定）

※R2は設立準備委員会を設置

【設立の目的】

①組織間の情報共有と連携
②自主防災組織の充実強化
③地域住民の防災意識の向上

【対象組織】

校区・地区公民館自主防災組織
24組織

（段階的に企業等の加入も検討）

連絡会の概要

※将来的には，防災士の認定等により，各地域に
おける防災リーダーを育成する場としても活用した
い。

今後の予定

年 度 年 月 内 容

R2 R3.3 設立準備委員会

R3 R3.5 設立総会

R3.7 第１回連絡会

R3.9 先進地研修

R3.11 第２回連絡会

R4.1 リーダー研修会

R4.2 第３回連絡会


